
ぶ どうの簡 易被覆 (トンネル )栽 培の留意点について (大迫 試 験地 )   |

f 背 景と特徴    !i f

ぶどうの前易被覆栽培については 3～ 4年前から本県においても採用されて来ているか、

本県にないては本来の使用目的である熱期促進よりも晩瞬病回避対策として発芽後より1収種

終了迄被覆する方式が採 られており、此れがため1■ 2年前から一
部昨年次によク、国地に

より脱粒 (パ ラ房 )、着色遅匹等の障害が認め られるようになり、生産者の間で大 き=間 竜

と/A‐っている。

当試験地においても参考迄に51年度 よリー部キャン～レを対照に被覆を行い経過を観察 して

いるが、現地 を含む現在迄の調査結果か ら障害回避に役立つ と考え られる幾つかの問題点が

摘出されたので試験途上ではあるが現地の事情にかんがみ早急左対応を追 られているので参

考に供する。    、

2 ト ンネル栽培の効果と問題点

主 として現地調査に よる トンネル栽培の実態 とこれに併 う利害得失は次 ぎの如 くである。

(1}被 覆時期  始 う々 5～6/30(主 に5/15～30)、終 り10/上～ l1/t(収 穫後 )1部 7/中 、

7灯 頃に フィルムの汚れが故 しい等の理由か ら袋掛け した後被覆を除去

したもの、及び 8/中 頃か ら被覆 したものもある。

物)利   点 (掟 示された項 目の多い順 )

1)晩 腐病が出ない、又は少い。

2)品 質が向上する(精度が高 く果粒が大きくなり、 ぐず房が少 くく商品化率が高 く、単

価 も100円位高 くなる。 )

3)雨 天作業が出来る。 (収穫時に天候に注右されず出荷出来る )  ‐

竹)欠   点 (周上 )

1)熱 期が 7～ lo日遅れる。 (最終的着色の遅れ )

2)高 溜障害が出る。 (主 としてバラ房が多く出る。着色の遅れも加る )

3)灰 色カピ病が多い。 (1部 高温障害による脱粒 も入ると思われる )

4)ト ンネル裁培を続けると樹勢が弱る。 ('新柏が伸び不貞、パラ房が多 くな
テ
る、

‐ す る )

栽培上の留意点

(1)被覆による脱粒 (パ ラ房 )の増加、着色遅延は高温障害と考えられるので満開後(6/「F)

頃より着色後期 (8/T)迄 の期間の晴天高温時には据上げ等の方法で換気を行いトンネル

内気温を35C以 下に抑えるよう務める。

花振い
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(射 特 に樹性の弱い樹では脱粒のな害が大者いので、開花後の高温に注意チなど共だ荷勢回

復につとめる。              1

8)着 色運延は着色に入るかなり以前 (7月 上～中旬 )か らの影響が大きいので梅雨空け直

後か らの高温に注意する。

“)換 気間隔は地形にすよるが20"～ 30れ置き程度で充分と思われる。但し昇温状況により

適宜加減する。

(5)被 覆資材によリトンネル内部照度が異るので、なるべ く汚れの付さ難い光線透過度の高

いものを使用することが望ましい。

(6)被 覆裁培 した場合に晩腐病は比較的発生が少ないが、灰色カビ病はむしろ増加する傾向

があるので防除に務める。また、晩腐病についても極端な回数削減はさける。

(7)樹 勢維持のために遜正着果畳を保ち、収破は遅らせないようにすると共に必要以上の強      ・

摘心は行わない。

(8)新 船誘引期前の早期被覆では新船が トンネル内に逆行 し、遅 くなる程混み合 って労力が

かさふので、訪う1時期を遅らを去広よぅ、そめ後もi～ 2度手直しを有 う七
:

(9)ト ンネルの強嵐被害が予想ざ元をあそ校風を受けないより、事前に防風対策を行多。

4  試 験成績 の概要

(1〕試験課題名  ぶ どダドラ ネル被覇栽培に関する調査

(〕 試験年次及び場所  昭 和51年～ 52年大迫試験地及び現地

(紫波普及所管内赤沢地区、紫波普及所 )

脩).試 験方法

大追試験地

供試品種   キ ャンベルスアーリー 5年生傾斜地短摘 2本主枝仕立(51年 )及び25年

生短船 8本主枝仕立老木園 (51～ 52)

試験規模   52年 1区樹別 2主枝 2樹供試 1区制

供試条件   被 覆効間、発芽直前 (5/9j～収穫終迄 1部区は着色期途中除去

被覆資材、 ビニール、ポリ、計 8種

管理は換気操作を行わず、防除は 7月以降 2回 のみとした。この外は

一般慣行法に準じた。         コ

現地調査   大 迫試験地、紫波普及所の問取、アンケー ト調査 ~

対照品種  キ ャンベルスアー リー
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(4)i試験結果

日 照 量  被 覆により日照量は低下するが被覆資材により低下量は異る、また時天日

と曇天日とでも異 り晴天の低下率は大きい。

生育着色  被 覆により生育は促進され開花、果房肥大共に露地 より5～ 7程早まった

が、着色始めは露地 と同時で若色の進みは途中から赤紫色のままで経過 し、

最終的に 5～ 10日の遅れとなった。但 し51年度は露地と同一時期で差が

認め られなか った。

果実品質  露 地 に比較 し、花振い少 く、 パ ラ房が半分以下 で品質は向上 した。 しか し、

現地では逆に「花振 り」が多くパラ房になり易い例もあるが、これは樹勢

衰弱と高温による「実振い」と考えられる。糖度は被覆でやや高い。

病  害   晩 腐病は後半多少認められたが全般に少 く、灰色カピ病は逆に露地 より多

かった。 (但 し防除は 7月以降 2回 のみに削減 している、現地にないても

同様 3～ 5回減 らしている。)

被覆途中除去の効果  着 色始 (8/15)とその 5日後(3/20)に被覆を除いたものは被覆

継続のものに比べ着色不良果房は少なかった。現地に静 ても7下 ～8/F

据上げしたものは露地に比較 し、ゃゃ遅れる程度であったが7/中にシ中の

場合は露地と同 じであった。また着色期以降(8/20)被覆したものは全期被

覆に比べ、比較的遅れが少ない傾向があった。

トンネル内気温  栖 面位置 (ト ンネル下端 )の気温は時天時最高40℃近 くに達 し、 日

出後～lo時頃迄の隔差が(5～7C)特 に大 きい傾向がある。時期的には 7

月～ 8月 中頃に集中しており、 9月 以降は逆に 4C位 低く左づた。

摘  心   現 地の大部分で実施されており概 して強摘心 (房先 2～ 3故程度、全新梢 )

が多く、新柑の強弱と関係なく一様に実施 している。

着  房   現 地では全般に多い、新精の強弱にかかわらず全梢着房または全楠 2房等

の例 もある。

樹  勢   現 地では全般に被覆により弱ったとしているが一部を除きパラ房の多少と

関連付けており、可様な園程度強摘′氏 過着果の傾向がある。

以上の結果から成熟期の着色遅延は トンネル内の換気不良による高温障害であり、パラ

房の多ぐなるのも花振いによるものよりは、強摘心、過剰着果、遅採 り等に起因する樹勢

衰弱と花後の高温による脱粒現象とみられる。 (脱粒現象は着色期にも生ずる。)
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6 主 要成果の具体的データー

フイルム別照度調査 単 位 (10 0ルノクス )

トンネル被覆材料別果実品質 (9/17)  ,   生 育調査 (3区 平均 )(6/24)

項毛` 理弘
別

被 覆 無被覆

調 査 房 教 171.1 478

晩 腐 ″ % 2.6 2■ 9

灰カピ ク % 18,9 8.3

夕くラ房子 // % 20.2 40.】

糖 度 計 価 14.5 12.9

測 定 方 法
(夕 ,~ムラ式 D M28型 照

度計 ) (ル ノタス )

天候

条件
測定 日時

トンネル被覆フイルムの種類

① 、 ② ③ ④ ⑥ ⑥ 0 ⑥

露
　
地

無
被
覆

A)棚 面水平 (散 光 )% 晴
　
○

9 / 5

1 4 h  O m i

S
1 4 h 1 5 m i

０

７

０

６

３ ０

４

０

４

２ ０

２

８

６

２ ０

０

７

６

０

９

２

４

２ ０

６

５

５

２ 250

56

０

２

８

６ ％

０

０

５

０

４

１

B)棚 面傾斜 (直射 )%
610

6?

０

２

７

５

４ 730

80

０

９

２

７

７ ０

４

７

７

730

80

650

71

０

４

７

７

910

1 0 0 %

A) %
曇
　
◎

%
12h40:ni

S
1 3 h 0 5 n l i

０

２

３

７

３

７

５

８

氏
）

０
０

５

８

０

９

６

８

０

３

５

８

５

８

180

100"

B) "
０

２

８

７

０

２

８

７

210

84

０

４

１

８

２ ０

０

０

８

０

８

２

８

２ 210

84

０

８

250

1 0 0 %

項 目

区

新 補 長

( 初 )

節  数

果 房 長 ( 御)

第 1果房 第 2果 房

被 覆
1区

72.7
０
４ 10.4

73.7 9.0 11.3 107

防  除 歴

月/日 薬剤名及び濃度
散布有無

月/日 薬剤 及び濃度
散 布 有 無

トンネカ 露 地 トンネル 露 地

〇%7
S合 剤 X150ク 0/X400

マックXl,000スヾパラ'Ex300 O ○ ③%5
卜うフ

・
ジ/Xl,500

スミチオンXl,000 iOI ○

②
5/24 クヾロデナボンXl,200 ○ ① Э

7/28オーツサイドX600 1

夕
‐
イアジノン Xl,000

O

③ 6 / 1 6オーツサイドX6 0 0

ス ミチ オ ンXl , 0 0 0 ① ① D8/3
ォーンサイドXl,000

スミチオンXl,000
①

④
7/4 モンキット》く1,500 ○ 9 8 / 1 8 モンィキットXl,500 ○

⑤%1
ジマンダイ七/X600

スミチオンXl,000
○ Dl%1 ジマンX8 0 0

スミチオンXl , 0 0 0
○ ○

生育状況

区 分 発  芽 展  莞
開     花

・

盛    終始
着 色 始 収  穫

トンネル被覆 5 月 1 0 日 5. 14 6. 20 6. 25 6. 28 8. 15 9、 22

無  被  覆 5月 10日 5.  14 6  25 6. 27 6. 30 8, 15 %2(初)17
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教覆途中除去と果実品質 (ポ リ(青))

着亀滅持
去 同々ジ締殊

去 収転鎌
去 無被覆 (露地 )

9 / 1 7  / 9 / 2 5 9/17    9/25 9/17    9/25 χ17 9 / 2 5

調 査果 房数

晩 薦   %

灰カピ  %
パラ房  %

糖 庄 計 価

5 7         5 6

5 . 3       6 6 . 1

1 4 . 0       -

1 2 . 3

1 3 . 8         ,

140      139

3.6     61,9

13.6  il   ―

14.3

14.3  !

2 7 9  1        5 7

1 . 8        7 . 0

2 2 , 9         -

1 5 1 4      '

こと4 . 3

803  収 穫済

2 8 . 3

7 . 6

5 7 . 9   !

1 2 . 4

トシネル被覆に、■,る 気象経過

Ｃ
！

一温
，

気高最
・

最 低 気 温 ( C ) 0時 気温に) 相対湿度 (9h×%)

① ②被覆
細面
白言己

③
②T①

① 覆
面
記

被
和
営

Ｄ ③
②一①

覆
面
記

被
柳
白

② ③
②―①

Э
百錦

③
ta―①百葉 箱 日 束 本ロ H ttt'F曰

，Ｄ

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

1 6 . 3

1 8 3

2 4 . 4

1 4 . 1

_ 1 8 1 4

2 3 . 0

1 2 , 7

1 6 . 9

2 2 , 4

- 1 . 4

- 1 . 5

- o , 6

4 . 4

4 . 8

8 . 8
‐7.4

7 . 1

1 1 . 6

■9

6.3

11.2

0 , 5

--0:18

- 0 . 4

1 0 。4

1 1 . 6

1 6 . 6

1 0 . 8

1 2 . 8

1 7 . 2

1 0 , 9

1 3 . 7

1 7 . 1

0 、1

0 . 9

0 . 1

6 8 . 1

6 2 . 4

7 3 , 3

１

２

３

４

５

６

2 3 . 0

2 7 . 5

2 2 . 7

2 0 . 5

2 0 ! 8

2 6 . 6

‐
，
８

４
．
４

・

・

４
．
５

‐
・
７

２

２
　
　
　
　
２

３

- 1 . 2

- 3 . 1

一
　

３

．

７

５

．

．

1 2 . 3

1 4 . 3

1 2 . 7

1 0 . 5

1 3 . 1

1 6 . 2

４
．
０

５
，
５

　
・

2 0 . 4

2 1 . 3

1 ` 7

■. 2

7 . 3
' 5 . 1

1 7 . 7

2 o . 9

1 7 . 7

1 5 . 5

1 7 , 0

2 1 . 4

1 9 . 9

2 1 . 5

2 0 , 5

2 6 . 0

2 . 2

2 . 5

4 . G

6 4 . 0

7 1 . 0

8 6 . 9

6 4 , 4

7

_ 1 :

2

3

4

5

6

2 7 . 8

2 3 . 8

2 7 . 1

2 ■8

3 0 。9

3 2 . 5

3 1 . 2

2 7 . 8

3 0 . 1

3 1 . 3

3 3 8

8 7 . 5

3 4

4 . 0

3 . 0

4 . 0

2 , 9

5 . 0

1 9 . 1

1 6 . 7

1 7 . 1

1 8 . 9

1 8 . 4

2 0 . 4

2 2 . 3

2 o , 0

2 0 . 7

2 1 . 8

2 1 . 6

2 3 . 3

1312

1 3 . 3

1 3 . 6

3 . 1

3 . 2

3 . 1

1 2 3 . 5

2 o . 3

22.‐1

2 3 . 1

2 4 . 7

2 6 . 5

脅9,9
'3!セ

|

2 6 t 2

2 8 . 1

3 0 . 1

3 9 . 6

4 . 8

2 . 9

4 . 1

5 . 0

5 . 4

■1

6 8 9

6 9 . 3

6 9。9

1 7 9 . 4

6 0 , 4

6 0 . 2

8

1

2

3

4

5

6

3 2 . 4

2 7 . 4

2 4 . 4

2 5、9

2 4 . 3

2 5 . 8

3 9 . 3

3 1 _ 5

2 9 . 2

2 8 _ 9

2 9 . 5

2 7 , 9

6 . 9

4 . 1

4 , 8

3 _ 0

5 . 2

2 . 1

2 1 . 2

1 3 . 4

1 5 . 5

2 0 . 3

1 2 . 6

1 9 . 0

23.7

20.8

19.0

21.4

16.2

20.8

2 . 5

2 . 4

3 . 5

1 . 1

3 . 6

1 . 8

2 6 . 8

2 2 . 9

2 0 . 0

2 3 . 1

1 8 . 5

2 2 . 4

3 4 . 9

2 9 _ 3

2 7 . 0

2 6 . 4

2 5 . 8

2 4 . 3

8 , 1

4 . 4

7 Ⅲ9

3 1 3

7 . 3

1 . 9

5 8 . 7

6 0 . 7

6 4 . 3

5 9 . 0

7 9 0

１

２

３

４

５

６

2 6 3

2 6 , 7

2 5 . 2

2 4 . 7

2 2 . 6

2 2 1 9

2 8 , 9

2 9 _ 8

2 4 , 1

2 8 . 6

2 9 . 3

2 6

3 . 1

-‐1 _ 1

3 , 9

6 . 7

1 6 . 9

1 7 . 7

1 ■6

1 1 . 6

7 . 7

1 0 1 9

1 8 . 9

2 0 . 4

2 0 . 1

1 5 . 3

1 3 . 3

2 . 0

2 . 7

2 . 5

3 ■7

5 . 6

2 1 . 6

2 2 . 2

2 1 . 4

1 8 . 2

1 5 , 2

1 6 . 9

2 3 , 6

2 2 . 8

2 3 . 4

2 3 . 8

2 1 . 4

2 . 0

0 , 6

2 . 0

5 . 6

6 . 2

6 0 . 6

6 9 . 3

6 8 . 4

4 7 . 4

3 5 . 5
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定点観源Uによる生育状況 紫 波普及所

発
芽
期

展
葉
期

開 花 着
色
始

新 長 |' 節 教 果 経●づ

始 盛 終 7/15 8/1E 7/15 8/15 7/15 8/15

キ ャ ン ペ ル
露地

被覆

5/10

5/10

S/12

5/12

6/21

6/12

野

　

２．

０

　

　

４

３

　

　

２

8/15

18

1 1 6

1 1 5

148

116

1 5 . 7

1 5 . 5

1 7 . 0

15,7

９

　

　

８

デ ラウェア
露地

被頼

5/11

5/11

5/14

5/14

6/22

6/13

８

　

　

９

２

　

　

１

３〇

　

　

一

7/30

8/ 1

０

　

　

９

比

　

は

２

　

　

６

７

　

３

20.6

1 9 . 4

23.0

20.6

５

　

　

４

証 被 覆5/23 キャンベルの果径は 10/5調査で露地 1.92被 覆 1,97であった。

ア 残 された問題点

晩腐病減少に併 う防除体系の確立が緊要である。
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